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発明の概要 

2018年6月分注目特許 No.2 

特徴 

 関連分野  ケミカル、エネルギー、建設・土木 

廃棄物処理 廃棄されたラバーマットのリサイクル方法 

代表図（なし） 

 ラバーマットの廃棄物を有効活用することができ
る廃ラバーマットの再利用方法 

 本発明の廃ラバーマットの再利用方法は、ラ
バーマットの廃棄物を含む混合物を油化する工
程（油化工程）と、油化する工程において生じた
残渣を回収する工程（回収工程）とを含み、回収
した残渣を床敷物用裏材の原料として再利用す
ることを特徴としている。混合物には、プラスチッ
クの廃棄物、タイヤ廃棄物等を添加することがで
きる。また、油化工程において得られた油は油
化装置の加熱手段に用いる燃料として使用して
もよい。あるいは、自家発電装置の燃料や、船
舶、貨物輸送手段（例えば、貨物自動車や貨物
船）等の燃料として使用することもできる。 

【請求項１】 
  ラバーマットの廃棄物を少なくとも含む混合物を油化する
工程と、 
  前記油化する工程において生じた残渣を回収する工程と、
を含み、 
  前記回収した残渣を床敷物用裏材の原料として再利用す
る廃ラバーマットの再利用方法。 
【請求項２】 
  前記油化する工程において得られた油を燃料として再利
用する請求項１に記載の廃ラバーマットの再利用方法。 



  応用の可能性 

など 

建築資材 

燃料 



  応用の可能性/活用企業例/最新動向 

本ページの情報は2018年8月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。 

応用の可能性 

クリーンテックス・ジャパン株式会社の本発明に関する最新動向 

・建築資材 

など 

本技術の活用が見込める企業の一例 

・同社のホームページ（https://kleen-tex-japan.co.jp/）には本件特許に関連する情報の掲載は見られ
ず、目立った動きも見受けられない。 

・株式会社アステック  

など 

・株式会社三和環境サービス 

・大都クリーン株式会社 

・株式会社テラモト 

・株式会社メイテック 

・第一相互物産株式会社 

・木幡興業株式会社 

・公協石油化学株式会社  

・燃料 
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